
令和５年度（２０２３年度） 技術・家庭科（技術分野） 年間指導計画【第３学年】 

評価 

方法 

ア 授業態度、発言    イ ワークシート    ウ ワークブック     エ 定期考査 

オ 作品         カ 課題レポート    キ 作業記録表      ク 振り返りシート 

 

 

 単

元 

時

数 
学 習 内 容 

評    価   規  準 

知識・技能 

（ア、エ、オ） 

思考・判断・表現 

（ア、エ、オ、カ） 

主体的に学習に取り組む態度 

（ア、イ、ウ、キ、ク） 

４ 

情
報
の
技
術 

１ 

情報モラル 

道徳 法の理解と遵守 

情報の特性を理解して、情報を安全に利 

用することができる知識を身につけてい 

る。 

 
情報が社会に与える影響を理解して、望ま 

しい情報社会ために取るべき態度を身に 

付けようとしている。 

５ 

６ 

プログラムの制作 

・順次処理 

・反復処理 

・メロディーの作 

成、入力 

・課題に応じてプログラムの制作・編集 

ができる。 

・プログラムの制作に関する知識を身に 

付けている。 

・ソフトウェアの特徴と利用方法に関する 

知識を理解している。 

問題解決のためのプロフラムの制作の過 

程、問題解決の結果を評価して、プログ 

ラムの改善と修正について考えている。  

自分なりの新しい知的財産を創造するとと 

もに、他者のアイディアを尊重し、それら 

を保護・活用しようとしている。 

  

 

６ 

７ 

９ 

７ 

プログラムの制作 

・分岐処理 

・グループによる

プログラム 

・パネルのデザイ 

 ンと製作 

・課題に応じてプログラムの制作・編集 

ができる。 

・プログラムの制作に関する知識を身に 

付けている。 

・ソフトウェアの特徴と利用方法に関する 

知識を理解している。 

・問題解決のためのプロフラムの制作の過 

程、問題解決の結果を評価して、プログ 

ラムの改善と修正について考えている。  

・ソフトウェアを使用して、自らの考えを 

表現する方法の工夫について考えてい 

る。 

・新しい知的財産を創造するとともに、他 

者のアイディアを尊重し、それらを保 

護・活用しようとしている。 

・作品の構成等を改善しながら、よい作品 

 を製作しようとしている。 

10 

11 

12 

１ 
２ 

プログラムの制作 

・双方向性のある 

コンテンツ 

双方向性のあるコンテンツの基本的な仕 

組みを理解している。 

コンテンツのプロフラムの制作の過程や 

問題解決の結果を評価して、プログラム 

改善と修正について考えている。 

自らの問題解決を振り返り、よりよいもの 

になるように、改善、修正しようとしてい 

る。 ２ 

３ ２ 

これからの情報の 

技術 

課題持続可能な社会の構築のために必要な

これからの情報の技術の概念を理解してい 

る。 

持続可能な社会の構築に向けて、これか 

らの情報の技術を評価し、適切な選択、 

運用、改良について考えている。 

持続可能な社会の構築に向けて、情報の技 

術を工夫し創造しようとしている。 

 

 

教科横断的視点：他教科関連（教科名） 内容  


